
昭和 27年 7月阿寒火 山 地 帯 の 調査

木沢 絞 勺 大 野 譲 ヘ 井出f言ー州長

昭和 26年 (1951年〉 夏どろから阿寒火山群の 再活動と忠われる鳴動現象が発生し，本年(昭

和 27年)5月までのあいだ間歓的な活動を行った。特に本年3月4日の十勝沖地震直後陀はその最

盛をきわめている o

筆者らは本年 7 月阿塞湖畔K訟もむき，十勝i"~地震以後の雌

阿寒岳沿よびその附_~lí:の温泉の泥火rlrの状況の変化を調べた。

Phnto 1. ボッケ炉火山全景 Ph:JtJ 2. ボツケ帯火山

との結果を咋年8月の踏査のものと比較 してみたが衣にその相要を述べるo
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Fig. 1 

~ 1. ポツケ泥火山

ボッケとはアイヌ語で「いつも駿いととろ」と

いう意味のもので阿寒湖畔より北東 500m附j立に

ある o 活動はさほど泊発で‘はないが粘土質の友白

色の泥土を総えず噴出している。その状況は各噴

出口ごとに毎秒小噴出を行い，数秒ごとにやや大

きな噴出をする。 /J、さな ものは高さ約 lOcm大青

いものも 2mを越えない程度I'C，水分の多い泥土

のl噴出が行われ， ストロ γ ボリ抑の噴火現象の様

~l!にやや似たものが感ぜられる。今回は前年 8 月

ごろに比較してやや活動が衰えているようであ った。噴出口には大は直・径 5m，小は O.5m程度の
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験震時報

ものが図のように配置されていて，大体の傾向として，長軸を北東から南西に向けて排列されてい

るのがうかがえる。この線は雌河寒岳から北東に延びる温泉(泥火山も含む〉群の様とちょうど一致

しているととが興味ある口この泥火山の東倶~10m附近には数個の旧爆裂火口 c直径10"-'15m，深さ

4""'5m)と思われるものがあって，現在は活動を休止しているが噴気が少量あり，硫化物も附着し
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Fig. 2 

ている o 熱気もあって冬季ヘピ， トカ

ゲの類が好んで、棲息するとのととであ

るD 泥火山噴出口に沿いて， A，s，C， 

Dの 4点(第2図)をえらび測温した結

果，ヨたの値が得られた。いずれも 3--

5回の平均値を示す。

地点|温度

A 810C 

B 980C 

C 940C 

D 690C 

S 2. 阿寒湖畔温泉

阿寒湖畔市街地に公ける温泉湧出箇

所は紳枇裏湯元，なよび山浦技館前の

2か所であり，との附近の放舘の大部

分が科lIT吐裏湯元を利用しているo

1) 神社裏湯元一一十勝沖地震の際は，湧出量も一時増加し，、また泉温も上昇したが漸弐平常に

j友し，現在では昨年と，比較してその差遣は全然認めら

れず，現在の湧出量は普通で、あり， 泉温は 650Cであ

った。

2) 山浦技館前一一ーと記と同様な現象を起したが現

在は泉温 55
0
Cとなり湧出量は微量で間歌的な湧出状

態を示していた。

S 3.淀川泥火山戸

淀川泥火山は登山口から 4kmの地点にあって南北

約 100m東西 80mぐらいのほぼヒシ型のくぼ、地にあっ

て多数の噴出口を有し，友色の泥土を噴出していた。
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昭和 27年 7月 阿寒火山地帯の調査一一木沢，大野，井出

ほぼ中央部はだ円D池をなしその中心附近から熱湯が噴出しているo とのm傍の 2か所で、の浪ljillIt結

果は 980C990Cを得た。全体から見てボッケ泥火山よりもその規模も大きく，また活動も はるかに

盛であ った。

~ 4.阿寒じユツテ下 (1，042m山〉

首長川泥火山から約1.5km CD地点標高約 1000mの所に硫気孔沿よび微量の温泉を湧出している所

がある。泉温は 450Cで前年に比較して湧出量も減少し泉温も幾分低下しているようであった。

山の中腹には数か所から硫気を噴出しているがその活動はやや衰えを見せ?流気孔温度 96
0

Cを示 し

ていた。

~ 5. 中央火口附近

雌阿寒岳北側にある中央火口附近に烏ける特に地形上の変化は認められないが，最も活動の盛ん

と考えれる硫気孔では友白色あるいはやや黄色の硫黄臭の烈しい水蒸気を激しい圧力で噴出させて

いた。最盛状態にあ る三つの硫気孔の測温を行った結果 102
0
C，100

o
C， 98

0

Cを得た。との附近は

硫黄の堆積多くとの火口の西側に沿いて最近硫黄のぼ取が行われ始めた。

~ 6.雌阿寒火口

火口は東側に浅いものと西側に深さ 100mぐらいの爆裂火口があって，硫気孔は爆裂火口の火口

壁陥数か所沿よび、東側火口に 3か所程度があ .0，水蒸気を多量に含んだ硫気ガスを噴出していた。

東側の浅い火口壁の所には青沼と称する径 50mlガスマー Jレ」状の火口があり水をたたえていた。

また，その南端には赤消と称する径 60mCD火口があり， 2か月frに硫気孔があった。第 3図に示す

A，A， Cの3点の硫気孔温度を測定した結果A点 1420
C，B点101

0

C，C点134
0

Cを得た。また赤消

から西側爆裂火口にrt20m，深さ約 2""'3mの地割れがあり，その走向は火口壁にある硫気孔(附

図参照)にあたっている口とれは中央火口から爆裂火口にいたり，地下の弱線が通っているも のと

EχpL05凶作Crdte'r of門t.MEAKAN ( Pomrk¥Jineshiパ)

"i=>hoto 3.雌阿寒火口赤沼B点研鼠孔 Fig. 4 
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験震時報

察せられるD との爆裂火口底には流動熔岩のとん跡が明りように存在 し，内部気，体の爆発により固

結熔岩物が空中にさけて，ホ Jレニートの様相を示しているo 表面は硫気の厚い衣白色を呈してい

る。上記硫気孔の温度は咋年8月の時よりも顕著な降下を示し，日烏動の絡止とともに雌阿寒岳自体

の活動の衰えを物語っ ているo

S 7.阿寒温泉 (野中温泉〉

雌阿寒岳西側の山ろくに硫黄泉があるが十勝地震直後は泉温は上昇(入浴できない程度〉湧出量

は1日後もとに復し，泉温は約 10日間高温を保ったのち平常に復した。 iとの泉温はその後さらに

Photo. 4.雌阿寒君側
爆裂火口底

Photo. 5.雌阿寒週側i翠裂火
口壁にある硫気孔

Photo. 6.雌阿寒岳火口内の
fissure 

降下し，地震前よりも低温になり現在そのままの状態にたって地震前の温度に復していたい。現在

の泉温は 40oc Iであった。

S 8.十勝沖地震前後における状態の比較

第 1 表 昨年 8月の踏査結果と今年7月

観測地点 昭 和 27年 7月 昭和 26年 8月 のそれとを比較 してみると失表の

神 社裏 湯元く湖畔〉 650C 640C ようにたった。た訟との表中特に
山浦按館前(// ) 550 580 

ポツ ケ泥 火山 980 950 顕著な変化が認められるのは雌阿

渋 川 泥 火 山 980 970 

寒火口に公ける硫気孔温度であっ
雌阿寒ヒュッテ下温泉 450 490 

同 上 硫 気 孔 960 
960 た。その中最も大たる異状現象と

中央火口硫 気 孔 | 1020 
99

0 

しては十勝沖地震と同時に鳴動が
雌阿 寒 火口 A 1420 1660 

同 上 B 1010 1570 ごく 最盛となったととである。

野 中 lt11 泉 400 420 

~ 9. 十勝沖地震による影響

今年 3月 4日十勝沖地震の際には，との地方は「中震」程度の震度を受け，湖上の氷には亀裂が
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Eg和27年 7月 阿寒火山地帯の調査一一木沢，大野，井出

はいり，道路の一部に地割れを生じるたどの地変があった。鳴動現象は地震発生と同時に発現し約

一重夜む沿むか間断たく鳴動し続けた。その日烏動回数を時間割にとると第 2表のようにたった。

雌阿寒岳あるいはその周辺に

沿いては地形の変動などは観測

されたかったが硫気孔の温度の

変化は幾分認められた。また，

との地方の温泉は地震直後温度

上昇し，湧出量増加などの現象

が起ったが?時的なもので現在

では大体平常に復している D た

だ阿窓温泉(野中温泉〉のみは

以前よりも低温となっているが

とれは雌附装火口硫気孔温度の

第 2 表

4 日 5 日

時 間|回数 時間|回数|時間|回数

19 42 
31 1~ 2 59 15~16 一
28 2~ 3 7 16~17 1 
13 3~ 4 4 17~18 

11 4~ 5 13 18~19 一

14 27 ! 19~20 4 
13 6~ 7 11 20~21 

9 7~ 8 i 8 2 1. ~22 、一
18 8~ 9 I・ 1 22~23 一
19 9~10 2 23~24 

22 10----:11 4 
1ク "へ~，タ タ

23"---24 10 [: 13~14 4 

降 Fとともに火山自体の傾向と考えられる。

むすび

今回の阿寒踏査は[鳴動絡11二後で・あり昨年の踏査結果どの比授のためもあり，また一方十勝沖地震.

0影響も考慮され実施したものである。その結果あるいは偶然均であるかもしれないが鳴動が24年

ぶりに発現し，その終止が，三陸津波地震(昭和 8年〉後 19年ぶりの大規模な十勝沖地震の発現

に際して終って，いるのは興味ある事実である。また，乙れを幾分でも裏付けするごとく，鳴動開始

時の雌阿寒火口の温泉温度が地震後200C~500C も降下しているなどの点は，今回の火山活動と地

震発生とがどとかに関連を持っているので、はなかろうかと思わせる o

終りに本調査に当って札幌の合長官I~課長ならびに釧路測候所長の寄せられた御厚意に深謝する失

第である。 (昭和 27年 9月30日記す)

Field Investigation in the Akan Volanic Region 

T. KIZAWA (Muroran Weaiher Sia(ion) 

Y. ONO (Sattoro Dist. Ceni. Mei. Obs.) 

and S. IDE (Kushiro Weather StatiQn) 

Field Investigations were made in the Akan Volcanic Rogion， Hokkaido， where the 

rumblings took place since the summer of 1951 and became active in Mar. 1952 just after 

the Tokachi Earthquake， and then decreased. The state .of mud volcano， hot springs， and 

the creater of Mt. Meakan etc. are discribed. 
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